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1.はじめに
TEAMWbrkshopでFig.1.に示すアイリスが装荷された
導波管モデルがPrbblem18【lH4)として提案されている｡
開口部であるアイリスの幅により共振周波数やQ値が
大きく異なり､また､数値計算においてはアイリスエ
ッヂ部等の取り扱いが制度に影響を及ぼし解を精度良
く求めることが難しい構造となっている｡本間膚は数
値の精度に関する考察および他の手法での解析は行わ
れていない｡従って､他のアプローチで得られた結果
と比較することは意義があると考えられる｡本報告で
は､TEAMProblem18のFDTD解析を行ったので報告す
る｡本間長引ま基本的には2次元問題であり本報告では2
次元解析も行い系の収束値を調べて 3次元解析の精度
比較のために用いている｡また､精度向上のために用
いられるエツヂ条件川を用いた解析についても検討を
行った｡
2･雲 賢 覧 讐 霊 力を行,:.､F三言.2.こ示す幕
間応答波形より共振周波数 もを求め､同じく時間応答
波形より2点の時刻tl.t2,それぞれの電界も ,も を観
測し(1)式より減衰定数Oを求め､既に求まっている共
冨讐 ㌍ 莞㌘ 誓 ?h(QET/%ET)/憲 二tl)..O)
星解析結果
TABu三Ⅰ,Ⅱに本解析で得られた共振周波数と Q値
を示す｡また他の文献値も示す｡得られた結果は､他
の文献値と比較してほぼ同等の精度が得られている.
アイリスの部分にエツヂ条件を用いると精度が向上
すると考えられる｡TABlヱⅡにそれぞれのメッシュの
分割数によるChse2での共振周波敦とQ値の解析結果
を示す｡またエッヂ条件を用いた場合の結果を示す｡
メッシュが荒い時は本条件が非常に有効である｡
需 品 はTEAM,roblem18のFm 鮒 を行い畑
周波数とQ値を求め文献値との比較を行った｡共振周
波数及びQ値では良好な一致が見られた｡各手法での
比較を行う場合,具体的に使用メモリー及び計算時間
の制限を明示する必要がある. Fm 法ではhsのエツ
ヂ部にエツヂ条件を用いることで同じ分割款で精度を
上げることが出来ることが分かる｡本手法は時間応答
解析手法であるのでQ値の高いCaselの場合にはデー
タ抽出に信号処理法を用いるなどの工夫が必要である｡
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Fig.1.TEAM Problem18の 構 造
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Fig.2.CasC3での時間応答波形
TABⅠB Ⅰ共振周波敦の他の文献債との比較
1 aJS 9.241 9236 9.271 9.251 N/A
■2 a/4 9.157 ･9.154 9.191 9.169 9.256.
3 arZ 8.749 8.758 8.805 -8.768' ･8.875
TABLEⅡ0億の他の文献億との比較
也 Ⅰ血 2D 3D Emson Grois 1garashi
1 a侶 '47308 49762 621亨7 51458 N/A
2 a/4 1054 1026 1347 1102 673.3
3 an 32.8 33.0 35 34 33.4
TABⅠヱ Ⅱ メッシュ分割数の違い (Case2)
メッシュの分割敢 .舟rGHZl 02D 3D 2D 3D
32+160 9.164 9.170 1360 1372
エツヂ条件 ､9.158 19.154 1130 1128
64●320 9.161 9.163 1186 1119
エツヂ条件 9.161 9.154 1079- ー1026
128+640 9.159 ld99
エツヂ条件 9.159 _1073_
256+1280 9.159. .J1083.
エツヂ条件 9.157 .`▲1059
512% 9.157 1083
